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重複障害児と係わり手の相互的活動における注意の共有についての事例からの考察 
                    

                            阿部 恵美
 
題と目的 
ner（1983）は通常の言語発達において，
得の前に「ことばの前のことば」があり，

重要なものは，共同活動であり，共同注意

と述べている。この共同注意に関する研究

的共同注意に焦点化されてきた経緯がある。

重複障害児の対人的相互交渉の成立につい

した徳永(2003)が，共同注意は視覚以外の
ティでも成立しているはずだと指摘したよ

同注意現象について視覚以外の行動も広く

象としてあつかうべきである。また，重複

の共同注意を視覚的共同注意に限定して考

はその障害状況から困難である。則松

4）は「注意の共有」という現象の中に，「両
意が同一のモノへ向かったとき」（いわゆる

係）に加えて，「両者の注意が互いに向かい

とき（見つめ合いや声のかけ合い）」（二項

もとりあげている。本研究においても広義

意の共有」をとらえ，重複障害児と係わり

互的活動における注意の共有現象を視覚以

ダリティも含めて明らかにすることと注意

現象が生起した前後の状況について明らか

ことを研究の目的とする。 
法 
事例対象児 
不自由養護学校小学部２年（訪問学級）に

る重複障害児 Aである。 
手続き 
収集の期間は Aの生活年齢 7歳 10ヶ月時
齢 8歳 2ヶ月までに実施した計 8回のセッ
であり，場所はＡ大学障害児教育実践セン

ある。資料収集の対象である靴を脱ぐ活動

足目の靴を脱ぐ活動の提案・誘いかけ，活

図→実行，活動を行ったこととモノ（脱い

の確認，脱いだ靴を箱に入れる活動の提案

，確認の展開で行われ，2足目も同じ展開 

 
で実施された。活動における係わりとして

JOYFUL SHARED EVENT（土谷，2004）の枠
組みのもとで子どもが係わり手に向けて何かを表

してくれるとき，その意味やイメージを共有した

り，そこからやりとりを通して，活動をいっしょ

に作っていくことを方針とした。また，その係わ

りを相互的活動と定義した。係わりについては表

出確認を丁寧に行うことも方針の一とした。 
３ 資料収集の方法と分析の視点 
デジタルビデオカメラにより得られた資料を

プロトコル記述及び行動カテゴリーによってデー

タ化した。プロトコル記述から［活動の提案・誘

いかけ］，［活動の合図→実行］，［活動を行ったこ

ととモノ（脱いだ靴）の確認］場面の係わり手の

働きかけに対して 5秒以内に動きの見られたAの
身体部位を再データ化し，また，人への注意に関

するエピソード，人→モノ→人への注意に関する

エピソード，注意の共有に関するエピソード，活

動の見通しに関するエピソード，表出確認に関す

るエピソードに分類した。 
行動カテゴリー表からは，A の視線・顔の向き

と係わり手の視線の一致とAの身体的行動と係わ
り手の働きかけの連関データを抽出した。 
Ⅲ 結果 

１ 係わり手の働きかけとAの身体表出行動の変化 
係わり手の働きかけに対し 5秒以内に動きの見

られた Aの身体部位の結果は表 1に示した。セッ
ション 1～3 までは口，首，目の 3 部位に動きが
見られた。セッション 4では同じく 3部位であっ
たが足の動きが見られた。セッション 5 では手，
セッション 6 では腰の動きがそれぞれ加わった。
このようにセッションを追う毎に動きの見られた

身体部位が拡がった。また，セッション毎に中心

的に動きの見られる身体部位は同じではなかった。

場面別に見た場合，［活動の合図→実行］場面での 
身体部位の動きが多かった。 



口 首 目 口 首 目 口 首 目 口 首 目 足 口 首 目 足 手 口 首 目 足 手 腰 口 首 目 足 手 口 首 目 足 手 腰

場面
［提案・誘いかけ］ + + + + + + + + + + + + + + +

+ + + + + + + + + + + + + + + +

［合図→実行］ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

［確認］ + + + + + + + + + + + +

+ + + + + + + + + + +

　　（一緒にしたね）

注：「＋」は動きが見られたことを示す。実線の囲み円は全項目において動きがみられた場合，破線の囲み円は5項目において動きがみられた場合を示す。

　　（一緒にしよう）
1足目

　　「靴脱いだね」 ２足目

　　（一緒にしませんか）
1足目

　　「せえの」「よいしょ」 ２足目

Aの動きの見られた身体部位

1足目
　　「靴脱ぎましょう」 ２足目

表１ 　靴を脱ぐ活動の［提案・誘いかけ］・［合図→実行］・［確認］場面の係わり手の働きかけに対して5秒以内に動きの見られたAの身体部位

靴を脱ぐ活動セッション№ 1 2 3 4 5 6 7 8

２ エピソード分類から 
１） 人への注意に関して 

A の視線による注意が係わり手に向いた 29 の
エピソードを注意が向くきっかけとなったAの感
覚入力情報ごとに分類しベン図に表した。感覚別

では聴覚情報，触覚情報，視覚情報の順に多く，

重複した感覚別では，聴覚＋触覚情報，聴覚＋視

覚情報，視覚＋触覚情報の順に多かった。 
２） 人→モノ→人への注意に関して 

セッション 4からAが人→モノ→人へ注意を移
動させる行動表出が見られるようになった。いず

れも微細な動きではあるが連続静止画によりAの
視線及び首の動きをとらえた。 

３） 注意の共有に関して 
［合図→実行］場面において係わり手の働きか

けに対して動きの見られたAの身体部位と動きに
ついてエピソードを整理した結果，係わり手の働

きかけに対する 1足目よりも 2足目の表出行動が
わずかながら多かった。係わり手の合図の働きか

けに対しAの足の動きが初めて見られたエピソー
ドはセッション 2の 2足目であった。セッション
6 以降，腰の動きが見られるようになった。動き
の見られた身体部位はセッション 1から 4までは
2～4部位であったがセッション 5以降は 5～6部
位まで拡大した。セッション 1の 2足目では係わ
り手の合図「せえの」の「せ」の時に口の動きが

見られたが，セッション 5以降は「せえので，よ
いしょ」の直後に足や腰が動くなど，係わり手の

音声言語による合図に対して動きの見られた身体

部位の拡がり及び身体部位の動きが表出するタイ

ミングに変化が見られた。 
４）活動の見通しに関して 

活動の終わりにAに見られた動きとして靴の入 
った靴箱を笑顔で見る，脱いだ靴に係わり手のガ

イドで触り，大きく息を吸う，靴箱が下がると，

首を大きく動かして息を吐くなどがセッション 3
までに見られた。セッション 4以降は活動の前も
しくは始まり時に係わり手を見る，係わり手の提

案に対して口や首，手を動かす，息を吸う，吐く，

笑顔になるなどの動きが見られた。これらは活動

の見通しに関するエピソードとして抽出した。 
５）表出確認に関して 

係わり手の表出確認に対して口，首，手などの

身体部位及び係わり手を見る動きが見られた。セ

ッション 5，7では表出確認に対しての連続した A
の身体表出が見られた。 
３ Aの視線・顔の向きと係わり手の視線の一致 
A が係わり手に視線・顔を向けていた平均は

19.7%，モノへは 45.3%，その他へは 38.7%であ
った。A と係わり手の視線及び顔の向きの対照ク
ロスの変化は図 1 の通りである。［合計］は二項
関係を含んだ視覚的な注意の共有を示すが，ほぼ

40%以上の一致であった。セッション 4を除くと
いずれも Yが Xよりも多かった。両者がお互いを
向いている時間の割合よりもモノへ向かう時間の

割合が多かった。 
４ Aの身体的行動と係わり手の働きかけの連関 
活動開始から 60 秒の間における A の身体的行

動及び係わり手の働きかけの全セッションにおけ

る同期の割合は図 2に示した。セッションを通じ
てAの身体的行動と係わり手の働きかけが同期し
た割合は 60%弱であった。係わり手の働きかけを
分類した場合のAの身体的行動との同期の割合が
高かった順は係わり手の身体接触，言語行動，モ

ノの動きであった。 
Ⅳ 考察 
子どもの身体表出を秒単位というミクロの視

点で分析的に見た結果，日常的な係わりの中では



係わり手が見逃してしまうような微細な動きを子

どもが表出しているということが明らかになった。 
係わり手の働きかけとAの身体表出行動の変化

の結果から，係わり手の働きかけに対し，微弱な

がらも頻繁に動く身体部位があること，かつ，そ

れは毎回同じ部位とは限らなかったことはその日

の状況においてより動かしやすい身体部位がある

ことを示し，係わり手は子どもの動きそうな身体

部位を固定的にとらえるだけではなく複眼的に注

意を注ぐことが望まれると言える。 
Aと係わり手との視覚的な注意の共有はほぼ 

40%以上であった。視覚的な注意の共有の結果が
低いセッションの場合は係わり手の働きかけに対

して 5秒以内に動きの見られた身体部位の結果に 
おいても活動の展開に共通して動いた身体部位が

少ない結果と一致していた。係わり手の働きかけ 
に対する身体部位の動きを注意の共有現象ととら

え，視線・顔の向きの一致を視覚的な注意の共有

現象ととらえると，A の注意のレベルが下がって
いる場合はどちらにも影響をもたらす場合がある

と考えられた。 
靴を脱ぐ活動において視線による子どもの注

意が係わり手に向くきっかけとなった情報は聴覚

A が視覚障害を併せ持つために視覚以外の感覚器
官を多く活用して情報を入手していたと考えられ

る。ここから係わり手は子どもの障害状況の把握

に十分努め，提供する情報の検討の重要性が示唆

された。 
靴を脱ぐ

情報，触覚情報，視覚情報の順であった。これは

活動の［合図→実行］場面において係

わ

，活動の終わりがわか

る

 

,J.S. 寺田晃・本郷一夫（共訳）（1988）乳幼児の話し

則 中みどり・伊

徳

土

り手の働きかけに対して見られた動きは視覚以

外のモダリティの注意の共有現象と考えられる。

動きの見られた身体部位はセッションを追うごと

に拡大し，動きの表出のタイミングの変化も見ら

れるようになったがこれは子どもが係わり手と共

に靴を脱ぐ活動に全身的に取り組もうという志向

性の表れと解釈できる。 
活動の見通しに関しては

ということが活動の開始→展開→終始の一連の

過程がイメージされることにつながると考えられ

る。これは相互的活動において係わり手とのイメ

ージの共有につながると言える。イメージの共有

が，活動の共有にもたらす影響があると考えるな

らば，注意の共有についても影響があると考えら

れる。係わり手の表出確認に対し，A の身体表出
が見られ，それに対して係わり手が再度表出確認

をするという会話のようなやりとりが見られた。

表出確認に対する動きは注意の共有と考えられ，

やりとりへの発展とは，場や時間，活動，情動な

どの共有と相まって子どもと係わり手の間で共有

が確実さを増していく過程でもあると考えられた。
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図 1　 Ａの 視 線 ・顔 の 向 き と係 わ り手 の 視 線 の
対 照 ク ロ ス の 変 化
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注 ）Ｘ  : Ａ の 視 線 ・顔 の 向 きが 係 わ り手 に 向 き ，係 わ り手 の 視 線 が Ａに 向 い て い
る 時 間 ％ を示 す 。 Ｙ  : Ａ の 視 線 ・顔 の 向 き が モ ノに 向 き ，係 わ り手 の 視 線 が モ ノ
に 向 い て い る 時 間 ％ を示 す 。合 計 は Ｘと Ｙを 合 わ せ た 時 間 ％ を示 す 。各 セ ッシ ョ
ン 時 間 を 100と し て そ れ ぞ れ の 時 間 ％ と し て 示 し た 。
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